
整理番号
■　総合計画（後期基本計画）

１　関連する個別計画

平成23年度～

平成33年度

２　施策目的

３　目標値など

（H17） （H20）

なし

なし

# 45 # # # # # # # # # # # # #

４　構成事務事業・評価結果一覧

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1

2

3

1

2

3

1

2

3

4

5

1

2

５．歳出抑制の考え方について

直近年度実績値

年度

－ － 1－ － A

5 治山・治水の推進

直近年度実績値

サー
ビス

事業
者

補

対象
実施
手法

施策
目的

関与必要性

事務事業の概要 施策評価結果

施策
貢献度

今後の
方向性説明数値

2
府規
定

サー
ビス

農林整備課

財政
負担

事業
種別

単独
事業

根拠
法令

-
府・
一部

森林環境の保全

B 縮小
(独)森林総合研究所と市の契約造林地において保育施業を実施(1か所、4.08ha) -

-
7

生活維持
確保

1-
(独)森林総合研究所と市の契約造林地において保育施業を実施(1か所、2.80ha)

市民 直・委
391          -             国規

定
他

A

災害の防止・軽減及び森林の機能回復を図る。

拡大1
特定サー

ビス

維持
管理

総合
計画

個別計画名称 指標名 説明・備考

後期基本計画作成時

3

農林業の振興（林業の振興）

交流経済都市 所管部局長の氏名

石嶋　政博

所管部局

年度

1 森林整備の推進

農林水産環境部

4 林道の整備と活用

2

備考計画年次 計画期間

市民

森林総合研究所分収造林事業【明許繰越】 農林整備課

施策評価調書（内部評価結果）

施策方針 事務事業

事業内容（実績） 担当課

施策名

政策名

②2-

Ⅰ

1

個別計画名称 計画概要

2

森林整備により下層植生を繁殖させ、災害に強く
水源涵養機能の強い森づくりを進める。また、間
伐材を搬出し、森林資源の有効利用を図る。

地域の中で森林経営計画を策定し、多くの土地
所有者の同意を得ることで、効率的な森林整備を
行うため作業道の開設、広葉樹及び人工林の間
伐を促進し、森林整備を進める。

木材価格が低迷し、森林所有者が整備意欲を失
っている中、天然林の荒廃が進行し、獣害の温床
となっているとともに、人工林の整備も遅れている
ことから森林保有者の負担を軽減し、森林整備意
欲を高める必要がある。

A

-

7
生活維持

確保
1-

森林総合研究所分収造林事業 農林整備課

市行造林事業 農林整備課 13,965     10,030     

市行造林契約地において保育施業(32.76ha)を実施(雪起し、下刈、獣害防止、間伐、作業路開設) (3,030)

委

維持
管理

B

-

農林整備課里山環境整備事業

直・委 A7
生活維持

確保

維持
管理

市民
913          1,057       府規

定
府・
一部

-

国規
定

国・
一部

(529)

1

7
生活維持

確保
1

松くい虫防除事業 農林整備課 維持
管理

市民
25,573     22,657     府規

定
府・
一部

A
(8,272)

7
生活維持

確保
1,2○

維持
管理

4
民間補完
福祉増進

1,2○ 補
維持
管理

団体
1,935       550          市規

定
単費

9,769       

(550)

なし 単費

災害等により被災を受けた林地について治山事業を実施(1か所、久美浜町谷地区)

小規模治山事業補助金 農林整備課

崩落した林地に対し集落が実施する小規模保全工事の機械経費について補助金を交付(1か所、久美浜町)

災害に強い森づくり事業【明許繰越】 農林整備課

平成24年度事業の一部を繰り越しして実施する事業

小規模治山事業【明許繰越】 農林整備課

6
生命財産
権利保護

1,2-

-
7

生活維持
確保

1,2- 市民 直・委
24,530     -             

国規
定

国・
一部

5　治山・治水の推進

災害に強い森づくり事業

台風・豪雨により被災した荒廃渓流に治山ダムを設置(1基、久美浜町女布地内)

農林整備課

台風・豪雨により被災した荒廃渓流に治山ダムを設置(2基、弥栄町中津地内・網野町下和田地内)

H23台風2号・15号豪雨等により機能不全となった林業用施設の復旧工事を実施(8路線15か所)

小規模林道整備事業補助金

農林整備課

4　林道の整備と活
用 地区が実施する小規模な林業用施設の維持管理及び保全に対して補助金交付(11か所)

3,619       森林適正整備推進事業 農林整備課

○
内部
管理

793          1,406       

農林整備課

なし 単費
林業総務一般経費

（一般財源）

3,567       

市規
定

単費
1,744       -             

A
(594)

1○

京丹後市森林整備計画
森林法第十条の5（市町村森林整備計画）により市町村は、地域森林計画の対象となっている民有林につき、十年を一期と
して、森林の整備に関する基本的事項等を定めた計画。

平成23年4月
平成24年4月1
日変更

優先
順位

現状においてどのような問題や課題があって
（何のために）

『何を対象に』、『どのようなことを行うことで（又は
どのような手段で）』

どのような状態にしたいのか 関連する施策方針

団体 補
50           

森林組合の基幹的作業班員の雇用確保及び定着を図るため、労働者の共済事業掛金に対して支援

単費
地域緑化推進事業 農林整備課

間伐等の実施(間伐：13.61ha、間伐材搬出：252m3)に対し補助金を交付

林業振興推進のための業務に必要な経費及び林業関連団体への負担金

台風や集中豪雨による土砂の流出・堆積及び浸
食が、森林の荒廃を招いていることから下流域で
も土砂災害が発生している。

林地を対象に山腹工・渓流工（治山ダム・流路工
等）を行い、森林の荒廃を防ぐ。

5,604       

(2,373)

林業労働者支援事業

-             

めざす目標

予算額（単位：千円）

年度

A 終了・
廃止京丹後長岡緑の少年団の活動(緑の募金活動、苗木の植栽、KTR峰山駅環境整備)に対し補助金を交付 -

2
特定サー

ビス

5,064       

H24決算額 H25予算額

現状維
持

なし

指標名
（H26）

計画策定時 目標
（現状）

（現状）

目標

維持
管理

事業
者

補
741          -             

年度 年度 年度 年度

農林整備課

- 1

現状維
持

現状維
持

休止

縮小

現状維
持

現状維
持

現状維
持

現状維
持

現状維
持

府規
定

国府
全額

A生活維持
確保

1,2-

平成24年度事業の一部を繰り越しして実施する事業

施設
整備

6
生命財産
権利保護

1,2市民 直・委○
市規
定

直・委

補 A市民○

施策における歳出抑
制の考え方

No.
歳出抑制の考え方

（平成26～28年度までの3か年で取り組む歳出抑制）
一般財源抑制見込額
（単位：千円）

林道等整備事業について、舗装修繕工事費の縮小を検討していく。

補完・代替措置などがある場合は、その内容

未定

4
民間補完
福祉増進

1,2
-

140          -             市規
定

単費

1

(17,117)
計

184,087    

A

7市民

S 拡大

府規
定

国府
全額

施設
整備

サー
ビス

市民 補 4
民間補完
福祉増進

A市民 直・委

市民 直・委・負

拡大
生活維持

確保
7

民間補完
福祉増進

1○

現状維
持

A施設
整備

施設
整備

A 現状維
持

1○

委 7
生活維持

確保
1,2

維持
管理

市民 直・委

A 現状維
持

B

-

-             

7,208       

施設
整備

単費

65,330     

-

-             

5,909       -             

1,826       

-

維持
管理

総合計画作成時

-             10,690     

-

海岸沿いの防風林に対して当年枯れの松の薬剤駆除、焼却駆除、樹幹注入を実施(16,972本) (363)

現年発生林業用施設災害復旧事業【明許繰越】 農林整備課

(1,406)

災害に強い森づくり事業【明許繰越】 農林整備課

89,013     

林道等の維持管理(丹後縦貫林道の草刈・修繕)を実施

林道等整備事業 農林整備課

森林施業路開設事業

90           -             

森林施業路開設事業(路線延長1,630m)に対する補助金交付

京丹後森林資源活用検討会に出席し、で木質バイオ燃料の導入についての具体化を
検討（予算を伴わないので、調書には非計上）

単費

森林に侵入した竹林の伐採、搬出(整理伐1.00ha、刈払い0.50ha、竹材搬出652本)

市規
定

-

間伐施行事業

583          -             国規
定

他

市規
定森林組合が森林所有者から受託して実施する間伐事業に対し補助金を交付(47件)

農林整備課

放置竹林拡大防止事業 農林整備課

里山・森林内に侵入した竹林の整理伐後の竹材搬出(740本)に対して補助金交付 -

-

現状維
持

個別
計画

1　森林整備の推進

2　森林環境の保全

3　林業の特産品振
興と活用

S

補
府規
定

府・
一部

単費 4

7
生活維持

確保

1○
事業
者

補

維持
管理

市民

ＡＣＴ

ＤＯ ＣＨＥＣＫ

ＰＬＡＮ
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Ⅰ ②

① ②

○林業労働者新共済事業補助金

　（長期事業：府1/4、市1/4、退職金助成・組合助成事業：府1/2、市1/2）

・ 年間就労日数が100日以上の就労者に対し、長期事業、退職金助成、組合助成

　　を行った。　　　

・ 補助単価： 長期事業 410円/日

退職金助成事業    45円/日

組合助成事業    25円/日

・ 補助対象： 丹後地区森林組合 （単位：人、日、千円）

○緑の担い手育成事業補助金（府1/2、市1/4補助）

 ・年間就労日数200日以上の作業班員の社会保険加入に係る事業主負担を補助した。

 ・補助対象：丹後地区森林組合 （単位：日、千円）

対象作業員数：14人

細事業名 林業労働者支援事業 決算書 Ｐ.228

予算科目 06農林水産業費 02林業費 01林業総務費 03林業労働者支援事業

執行率

総合計画 基本方針 交流経済都市 計画項目 農林業の振興

（参考）当初予算額決算額 最終予算額 不用額 (②－①)

目
的

　林業労働者の福祉の向上を図り、林業労働者の確保と地域林業の振興に寄与する。また、
森林組合の基幹的作業員の福利厚生の充実と新規若年者の確保及び定着を図る。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

3,039千円

区　　　分 就労実人数 延日数

5,064千円 5,065千円 1千円 99.9 % 5,608千円

事業費 補助金

2,025千円

28 6,221 435 435

28 6,350 5,207 2,604

計

　長期事業

1,630 1,223

2,700

　退職金助成事業

2,025

区　　分 延べ就労日数 事業費

事 業 所 管 課 農林水産環境部／農林整備課

緑の担い手育成事業費補助金（1/2） 1,350千円

評
価
・
課
題
等

○林業労働者の確保及び地域林業の振興を図ることができた。
○森林の維持管理を担う森林組合の基幹的作業員の福利厚生の充実が図れた。
○林業に従事する労働者は高齢化してきており、新規若年者の安定的な確保が課題。

主
な
財
源

府補 林業労働者新共済事業費補助金（1/4） 1,519千円

府補

　森林組合の基幹的作業班員の雇用確保及び定着を図るため、林業労働者の共済事業加入に
係る経費に対して支援した。
　また、組合が作業班員の福利厚生対策として加入する社会保険加入に係る事業主負担に対
して支援した。

計

5,642 3,039

補助金

健康保険
3,576.4

1,070 802

厚生年金

- 2 -
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Ⅰ ②

① ②

○緑の少年団活動費補助金 50千円

地元の長岡区、林業振興会、市から助成を受けて平成2年から活動

〔主な活動内容〕

緑の募金街頭募金活動、苗木の植栽

KTR峰山駅環境整備（周辺清掃と花壇づくり）など

〔団員数〕

13人

細事業名 地域緑化推進事業 決算書 Ｐ.228

予算科目 06農林水産業費 02林業費 01林業総務費 04地域緑化推進事業

総合計画 基本方針 交流経済都市 計画項目 農林業の振興

（参考）当初予算額

50千円 50千円 0千円 100.0 % 114千円

決算額 最終予算額 不用額 (②－①) 執行率

目
的

　緑と親しみ、緑を愛し、緑を育てる活動を通して人格形成に取り組む京丹後長岡緑の少年
団の活動に対する支援を通じ、地域緑化・環境美化の意識の高揚を図る。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

事 業 所 管 課 農林水産環境部／農林整備課

評
価
・
課
題
等

　少年団の活動を通して、地域緑化・環境美化への啓発が図れた。

- 3 -
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Ⅰ ②

① ②

・旅費（会議等）

・消耗品費（図書、事務用品代）

・燃料費（公用車燃料代）

・有料道路通行料

・備品購入費（チェーンソー：1台）

・負担金

　　京都府水源林造林協議会負担金

　　京都府林業振興会等負担金

細事業名 林業総務一般経費 決算書 Ｐ.230

予算科目 06農林水産業費 02林業費 01林業総務費 50林業総務一般経費

(②－①) 執行率

総合計画 基本方針 交流経済都市 計画項目 農林業の振興

76千円

（参考）当初予算額

793千円 801千円 8千円 99.0 % 981千円

決算額 最終予算額 不用額

目
的

　林業振興を推進するための業務に必要な経費及び各種林業関連団体への負担金

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

　林業振興を推進するため、業務に必要な経費及び各種林業関連団体への負担金等を支出し
た。

26千円

28千円

47千円

15千円

6千円

595千円

評
価
・
課
題
等

　事務の適切な執行により、林業振興の推進を図ることができた。

事 業 所 管 課 農林水産環境部／農林整備課

主
な
財
源

- 4 -
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Ⅰ ②

① ②

　

　○森林適正整備推進事業費補助金（補助率：京都府50％、市10％）

事業実施主体：丹後地区森林組合

（実施箇所町別内訳）

大宮町

峰山町

網野町

久美浜町

細事業名 森林適正整備推進事業 決算書 Ｐ.230

予算科目 06農林水産業費 02林業費 02森林整備費 01緑の公共事業

(②－①) 執行率

総合計画 基本方針 交流経済都市 計画項目 農林業の振興

　国・府の造林補助金（森林整備費補助金）の対象とならない高齢級（36～60年生）人工
林の間伐等を実施することで、林木の健全な成長を促すとともに森林の公益的機能の維持増
進を図った。

（参考）当初予算額

3,619千円 3,619千円 0千円 100.0 % 5,539千円

決算額 最終予算額

目
的

　高齢級人工林の間伐等を実施及び支援することにより、森林の公益的機能の維持・増進を
図る。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

3,619千円

区　分 実施箇所

不用額

工　　種 事業量 事業費 補助金

主
な
財
源

府補 緑の公共事業費補助金（1/2）

4か所

4か所

3,619千円
間伐材搬出 252㎥

1か所

8か所

事 業 所 管 課 農林水産環境部／農林整備課

私有林 17か所
間伐 13.61ha

評
価
・
課
題
等

○高齢級の人工林（私有林）の間伐等を実施及び支援することにより、森林の適正な整備が図れ
た。
○森林所有者の事業費負担が必要となるため、事業地の確保が年々難しくなってきている。林木
の健全な成長を促すとともに森林の公益的機能の維持増進を図るため、事業地の確保が課題とな
っている。

3,017千円

6,037千円

- 5 -
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Ⅰ ②

① ②

　森林組合が森林所有者から受託して実施する作業道の開設について補助金を交付した。

　○森林施業路開設補助金

※補助率：京都府森林施業省力化促進事業における査定経費の50％以内

（単位：ｍ、千円）

事業実施主体：丹後地区森林組合

予算科目 06農林水産業費 02林業費 02森林整備費 03森林整備事業

細事業名 森林施業路開設事業 決算書 Ｐ.232

総合計画 基本方針 交流経済都市 計画項目 農林業の振興

決算額 最終予算額 不用額 (②－①) 執行率 （参考）当初予算額

1,744千円 1,744千円 0千円 100.0 % 0千円

網野町木津地内 熊谷線 300 2.5 642 321

補助金

目
的

　森林整備の核となる事業で、作業道開設に対する府森林整備事業への上乗せ補助を行い、
林家の負担軽減を図り、健全な森林の造成、多面的機能の増進、森林の有効利用を図る。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

1,744千円

430 215

実施箇所 路線名 延長 幅員 事業費

久美浜町鹿野地内

210 2.5 451

峰山町鱒留地内 大成線-1 100 2.5 215

久美浜町二俣地内 二俣大嶋線

鹿野上の山線 420 2.5 892 446

107

峰山町鱒留地内 大成線-2 100 2.5 215 107

計 1,630 3,488 1,744

226

久美浜町二俣地内 二俣岡田線 300 2.5 643 322

久美浜町尉ヶ畑地内 峠の谷線 200 2.5

評
価
・
課
題
等

○森林施業路開設を支援することにより受益者負担の軽減を図るとともに、間伐等の施業の推進
を図った。
○施業路を開設する場所によって、開設費や維持管理費、間伐作業に要する費用が変わってくる
。効率的・計画的な施業路開設と効率的な間伐作業のため、当初計画時に現場の状況をしっかり
調査し、施業路の開設箇所を適切に決定する必要がある。

事 業 所 管 課 農林水産環境部／農林整備課

主
な
財
源

- 6 -
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Ⅰ ②

① ②

○ 間伐施業補助金

※補助率：京都府森林整備事業における査定経費の20％以内

（単位：ha、千円）

件

事業実施主体：丹後地区森林組合

（申請件数町別内訳）

峰山町 7 件

大宮町 2 件

網野町 件

丹後町 5 件

弥栄町 件

久美浜町 件

計 件

細事業名 間伐施行事業 決算書 Ｐ.232

予算科目 06農林水産業費 02林業費 02森林整備費 03森林整備事業

執行率

総合計画 基本方針 交流経済都市 計画項目 農林業の振興

（参考）当初予算額決算額 最終予算額 不用額 (②－①)

741千円 741千円 0千円 100.0 % 0千円

目
的

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

47 16.30

　間伐に対する国・府補助事業への上乗せ補助を行い、森林所有者の負担軽減を図ることで
、森林整備を促進し、京丹後市の豊かな自然環境を保全する。

　私有林の間伐事業への支援を行うことで、森林所有者の負担軽減を図り、森林整備を促進
した。

補助金査定経費　面積　申請件数

7414,029

47

13

3

17

事 業 所 管 課 農林水産環境部／農林整備課

評
価
・
課
題
等

○健全な森林の造成、多面的機能の増進に寄与した。
○木材価格の低迷により、林業の採算性が低下している中で、山の作業を控える森林所有者が多
くなっている。効率的な間伐作業につながる施業路の設定や間伐実施時期の統一など、効率的な
間伐作業に努め、森林所有者の負担軽減を図り、間伐を促進する必要がある。

主
な
財
源

- 7 -
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Ⅰ ②

① ②

○需用費

消耗品費（事務用品代）

○工事請負費

事 業 所 管 課 農林水産環境部／農林整備課

評
価
・
課
題
等

　適切な保育等の実施により、山林の財産形成及び保安林機能の確保が図られた。

主
な
財
源

諸収入 森林総合研究所分収造林事業収入 583千円

事業費

22千円

22千円

561千円

目
的

　独立行政法人森林総合研究所分収造林契約地の保育施業を行うことにより、集落所有山林
の財産形成及び保安林機能（水源涵養、土砂流出防止）の確保を図る。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

　独立行政法人森林総合研究所分収造林契約地（京丹後市と独立行政法人森林総合研究所と
の2者契約地）の適切な保育施業を実施し、森林整備を図った。

円上寺 久美浜町市野々地内 除伐（Ⅰ） 2.80ha 561千円

団地名 場　　所 工事内容 事業量

584千円

執行率

総合計画 基本方針 交流経済都市 計画項目 農林業の振興

（参考）当初予算額決算額 最終予算額 不用額 (②－①)

583千円 584千円 1千円 99.8 %

細事業名 森林総合研究所分収造林事業（繰越） 決算書 Ｐ.232

予算科目 06農林水産業費 02林業費 02森林整備費 04森林総合研究所分収造林事業

- 8 -
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Ⅰ ②

① ②

○旅費

○需用費

消耗品費（事務用品代）

○工事請負費

○役務費（森林国営保険：円上寺団地）

○補償補填及び賠償金

作業道開設工事に伴う伐採造林木売払収益分収金

（二俣区　21千円）

細事業名 森林総合研究所分収造林事業 決算書 Ｐ.232

予算科目 06農林水産業費 02林業費 02森林整備費 04森林総合研究所分収造林事業

執行率

総合計画 基本方針 交流経済都市 計画項目 農林業の振興

（参考）当初予算額決算額 最終予算額 不用額 (②－①)

391千円 393千円 2千円 99.4 % 4,716千円

324千円

34千円

21千円

久美浜町二俣地内 除伐（Ⅱ） 4.08ha 324千円

34千円

諸収入

目
的

　独立行政法人森林総合研究所分収造林契約地の保育施業を行うことにより、集落所有山林
の財産形成及び保安林機能（水源涵養、土砂流出防止）の確保を図る。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

　独立行政法人森林総合研究所分収造林契約地（京丹後市と独立行政法人森林総合研究所と
の2者契約地）の適切な保育施業を実施し、森林整備を図った。

団地名 場　　所 工事内容 事業量 事業費

二俣

10千円

2千円

評
価
・
課
題
等

　適切な保育等の実施により、山林の財産形成及び保安林機能の確保が図られた。

事 業 所 管 課 農林水産環境部／農林整備課

森林総合研究所分収造林事業収入（伐採木販売収益配当金分） 33千円

主
な
財
源

諸収入 森林総合研究所分収造林事業収入 324千円

諸収入 森林総合研究所分収造林事業収入（森林国営保険分）
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Ⅰ ②

① ②

　市行造林契約地において、分収契約に基づき、計画的に保育施業を実施した。

○保育施業工事

○事務費（消耗品費、旅費）

○補修補填及び賠償金（間伐材売払代金収益配当）

13,897千円

13,965千円 14,030千円 65千円 99.5 %

基本方針 交流経済都市 計画項目 農林業の振興

（参考）当初予算額

予算科目 06農林水産業費 02林業費 02森林整備費 05市行造林事業

Ｐ.232

1,748千円

雪起し・獣害防止 久美浜町三谷 0.44ha 315千円

決算額 最終予算額 不用額 (②－①) 執行率

10,030千円

細事業名 市行造林事業 決算書

総合計画

下刈

目
的

　計画的な保育施業を実施し、市行造林地内における植栽木の財産造成と森林機能の確保を
図る。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

工種 施業地 事業量 金額

雪起し 弥栄町吉沢ほか 14.21ha

弥栄町吉沢ほか 8.41ha 1,260千円

間伐・作業路開設 久美浜町坂谷 3.11ha 3,668千円

新植・獣害防止 大宮町上常吉 1.23ha 3,675千円

間伐・枝打 網野町木津 3.36ha 1,680千円

間伐・作業路開設 久美浜町三原 2.00ha 1,551千円

計 45千円

計 13,897千円

久美浜町坂谷 140㎥ 36千円

地　　区 搬出量 金額

久美浜町三原 74㎥ 9千円

23千円

森林整備費補助金（77%） 10,730千円

財産収入 分収林売払収入 1,116千円

評
価
・
課
題
等

○造林地の保育施業（雪起し、下刈、獣害防止）を計画的に行うことにより、植林の成長を促進
し、財産価値を確保するとともに、森林の二酸化炭素の吸収効果が高まり、地球温暖化防止等、
森林の多面的機能の確保に寄与した。
○木材価格の低迷により、採算性が低下していることが課題となっている。

45千円

事 業 所 管 課 農林水産環境部／農林整備課

主
な
財
源

府補
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Ⅰ ②

① ②

　放置竹林による森林侵食を防ぐため、森林に侵入した竹林の伐採、搬出を行った。

○放置竹林拡大防止工事

細事業名 放置竹林拡大防止事業 決算書 Ｐ.230

予算科目 06農林水産業費 02林業費 02森林整備費 01緑の公共事業

1,218千円

執行率

総合計画 基本方針 交流経済都市 計画項目 農林業の振興

（参考）当初予算額決算額 最終予算額 不用額 (②－①)

0.50ha

竹材搬出 大宮町久住地内 652本

913千円 914千円 1千円 99.8 %

目
的

　人工林等に侵入した竹の伐採等により森林の有する多面的機能の維持増進を図る。また、
伐採竹を資材として利用することで資源の有効活用を図る。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

913千円

工種 実施箇所 事業量

整理伐 大宮町久住地内 1.00ha

刈払い 大宮町久住地内

評
価
・
課
題
等

○人工林等に侵入した放置竹林の伐採及び過年度に整理伐をした箇所の笹類の刈払いにより、竹
による森林侵食を防止するとともに、伐採竹の資源としての有効活用（竹炭）が図れた。
○伐採跡地の適正な管理が課題となっている。

事 業 所 管 課 農林水産環境部／農林整備課

主
な
財
源

府補 緑の公共事業費補助金（1/2） 455千円
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Ⅰ ②

① ②

○里山環境整備事業費補助金

・竹材搬出：整理伐により伐採した竹の搬出（資材として活用するものに限る。）

実施主体数：3人（峰山町1人、大宮町1人、網野町1人）

細事業名 里山環境整備事業 決算書 Ｐ.230

予算科目 06農林水産業費 02林業費 02森林整備費 01緑の公共事業

執行率

総合計画 基本方針 交流経済都市 計画項目 農林業の振興

（参考）当初予算額決算額 最終予算額 不用額 (②－①)

峰山鱒留地内、大宮延
利地内、弥栄芋野地内

92千円 90千円3か所

90千円 100千円 10千円 90.0 % 100千円

目
的

　放置された竹林を整備し、有効活用のために搬出することで、森林や里山の健全な形成を
図る。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

90千円

事業区分 事業量 事業費 補助金額

　里山・森林内に侵入した竹林の整理伐後の竹材搬出（資材として活用するものに限る）に
対して補助金交付を行い里山環境の保全と有害鳥獣の温床化防止を図った。
　補助金の交付対象者は、森林所有者（個人でも対象）などで、事業実施対象となる竹林面
積は、申請者一人当たり0.1ha未満

実施箇所

竹材搬出 740本

評
価
・
課
題
等

　放置竹林伐採により、森林の公益的機能の確保及び地域環境の改善並びに竹材の有効活用（竹
炭等）が促進された。

事 業 所 管 課 農林水産環境部／農林整備課

主
な
財
源
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Ⅰ ②

① ②

　・消耗品費（樹幹注入表示板）

　・松くい虫防除事業委託料（奨励・春期：伐倒駆除）くん蒸

　・松くい虫防除事業委託料（奨励・秋期：特別伐倒駆除）全木焼却

　・松くい虫防除事業委託料（単費・秋期：特別伐倒駆除）全木焼却

　・松くい虫防除事業委託料（単費・秋期：特別伐倒駆除）全木焼却

　・松くい虫防除事業委託料（単費・秋期：樹幹注入）

予算科目 06農林水産業費 02林業費 02森林整備費 02松くい虫防除事業

最終予算額 不用額 (②－①) 執行率

細事業名 松くい虫防除事業

総合計画 基本方針 交流経済都市 計画項目 農林業の振興

決算書 Ｐ.230

4,775千円

3,765千円

丹後地区森林組合

（参考）当初予算額

25,573千円 25,574千円 1千円 99.9 % 6,871千円

目
的

　公共施設、集落の近隣地の松林を松くい虫被害から守るとともに、海岸沿い防風林の機能
確保並びに風致景観等の保全を図る。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

　海岸沿いの防風林（網野町、久美浜町）の機能確保及び風致景観等の保全を図るため、当
年枯れの松の薬剤駆除、焼却駆除、樹幹注入を行った。

委託先 事業実施箇所

決算額

本数 材積

委託先 事業実施箇所

309.10㎥

網野町掛津地内 380本 30.00㎥

丹後地区森林組合 網野町掛津地内他 8,550本 503.20㎥

本数 材積

委託先

委託先 事業実施箇所 本数 材積

事業実施箇所 本数 材積

丹後地区森林組合 久美浜町湊宮地内他 4,256本

委託先 事業実施箇所 本数 薬剤本数

丹後地区森林組合 網野町遊地内他 3,522本 236.30㎥

府補 松くい虫駆除防除事業費補助金（3/4）

丹後地区森林組合 網野町掛津地内他 264本 1,212本

府補 松くい虫駆除防除事業費補助金（2/3） 9,854千円

18千円

609千円

10,164千円

6,242千円

事 業 所 管 課 農林水産環境部／農林整備課

評
価
・
課
題
等

　平成24年度は少雨と猛暑により例年を上回る松くい虫の被害が発生したが、松くい虫被害木の
適切な処理により松くい虫被害の蔓延防止が図れた。今後も異常気象により広範囲にわたって大
きな被害が出ることが懸念されるため、駆除作業だけでなく予防作業にも力を入れていく必要が
ある。

主
な
財
源

8,079千円
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01

Ⅰ ②

① ②

・小規模林道整備事業支援補助金 1,935千円

　　区分 　箇所数

2

1

1

7

総合計画 基本方針 交流経済都市 計画項目 農林業の振興

決算書 Ｐ.232

予算科目 06農林水産業費 02林業費 02森林整備費 07林道整備事業

細事業名 小規模林道整備事業補助金

11

　各地区が実施する小規模な林業用施設の維持管理及び保全に対して支援を行った。

　地元営小規模林道整備事業に係る機械借上費、原材料費について支援を行い、林道の適正
な維持管理・保全を図る。

1,935千円

大宮町

峰山町 273千円

1,183千円

179千円

300千円

丹後町

合計

久美浜町

500千円

決算額 最終予算額 不用額 (②－①) 執行率 （参考）当初予算額

1,935千円 2,000千円 65千円 96.7 %

目
的

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

　補助金額

評
価
・
課
題
等

○自治会等が行う林道等の整備に対して、資材等を支援することで、早期に現状回復が図られ林
道の適正な維持管理と保全が図られた。
○自治会等の構成員の高齢化により、将来的に林道の適正な維持管理が困難となることが予想さ
れる。

事 業 所 管 課 農林水産環境部／農林整備課

主
な
財
源

- 14 -



02

Ⅰ ②

① ②

　森林の活用と保全のために必要な林道等の適正な維持管理（草刈、修繕）を実施した。

○消耗品費（製図用品等） 294千円

○委託料

○工事請負費

丹後縦貫林道大鼓山線舗装修繕工事（L=62.3m）

○原材料費（道路補修材）

細事業名 林道等整備事業 決算書 Ｐ.232

予算科目 06農林水産業費 02林業費 02森林整備費 07林道整備事業

執行率

総合計画 基本方針 交流経済都市 計画項目 農林業の振興

（参考）当初予算額決算額 最終予算額 不用額 (②－①)

7,208千円 7,252千円 44千円 99.3 % 9,405千円

目
的

　森林機能の確保と森林資源の活用保全に資する森林内作業を容易にするため、林道の適切
な維持管理を行う。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

5,058千円

治山･林道積算システム保守管理委託料 355千円

丹後縦貫林道維持管理業務委託料（4路線） 4,703千円

1,837千円

19千円

評
価
・
課
題
等

　森林整備を行うために必要な林道の適正な維持管理を行い、民有林等の森林整備の実施に寄与
するとともに通行車両等の安全確保が図られた。

事 業 所 管 課 農林水産環境部／農林整備課

主
な
財
源

負担金 丹後縦貫林道維持管理負担金 876千円
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Ⅰ ②

① ②

○工事請負費（8路線15か所）

補助災害復旧工事

峰山町（2路線5か所）、大宮町（1路線1か所）、弥栄町（1路線1か所）

丹後町（1路線2か所）、久美浜町（3路線6か所）

基本方針 交流経済都市 計画項目 農林業の振興

予算科目 11災害復旧費 01農林水産業施設災害復旧費 02林業用施設災害復旧費 01現年発生林業用施設災害復旧事業

細事業名 現年発生林業用施設災害復旧事業（繰越） 決算書 Ｐ.370

総合計画

105,898千円

決算額 最終予算額 不用額 (②－①) 執行率 （参考）当初予算額

89,013千円 105,898千円 16,885千円 84.0 %

71,992千円

市債 林業用施設災害復旧事業債 6,200千円

目
的

　災害復旧事業を実施し、異常な天然現象により被災した林業用施設の従前の機能回復を図
る。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

89,013千円

　平成23年5月10日～12日に発生した豪雨、平成23年5月29日～30日に発生した台風2
号豪雨及び平成23年9月20日～22日に発生した台風15号豪雨により機能不全となった林業
用施設について従前の機能回復を図るため、復旧工事を行った。

評
価
・
課
題
等

　被災した林業用施設の復旧工事を実施することにより、民有林等の森林整備の実施に寄与する
とともに通行車両等の安全確保が図れた。

事 業 所 管 課 農林水産環境部／農林整備課

主
な
財
源

分担金 林業用施設災害復旧費分担金 962千円

府補 林業用施設災害復旧費補助金（77.7%～92.7%）
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Ⅰ ②

① ②

○普通旅費

○需用費

消耗品費（事務用品代）

燃料費（公用車燃料代）

○補償金（立木伐採除去損失補償金）

○工事請負費

　治山ダム4型　V=174.2㎥

細事業名 災害に強い森づくり事業（繰越） 決算書 Ｐ.232

予算科目 06農林水産業費 02林業費 02森林整備費 03森林整備事業

執行率

総合計画 基本方針 交流経済都市 計画項目 農林業の振興

（参考）当初予算額決算額 最終予算額 不用額 (②－①)

24,530千円 24,532千円 2千円 99.9 % 24,530千円

　台風・豪雨等により荒廃した森林及び渓流において、土砂・流木等の流失による再度災害
を防止するため、治山施設等を整備することにより災害に強い森の整備を図る。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

弥栄町中津地区治山工事その2

網野町下和田地区治山工事その2

　治山ダム4型　V=328.2㎥

14,420千円

760千円

92千円

28千円

23,640千円

　台風・豪雨災害において、林地崩壊による土砂流出があった荒廃渓流に治山ダムを設置す
ることにより、土砂・流木等の流出防止を図った。

10千円

852千円

9,220千円

24,530千円

目
的

事 業 所 管 課 農林水産環境部／農林整備課

評
価
・
課
題
等

　治山施設の機能回復により下流域の住家等の安全確保が図れた。

主
な
財
源

府委 災害に強い森づくり事業委託金（10/10）
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Ⅰ ②

① ②

○実施場所：久美浜町女布地内

・普通旅費（協議） 10千円

・消耗品費（事務用品代） 7千円

・測量設計委託料 942千円

・工事請負費（前払い金）

女布地区治山工事（治山ダム5型　V=142.0㎥）

■平成25年度への繰越事業

女布地区治山工事　平成25年9月完成予定

補償金（立木補償）

事務費（旅費、需用費）

細事業名 災害に強い森づくり事業 決算書 Ｐ.232

予算科目 06農林水産業費 02林業費 02森林整備費 03森林整備事業

（参考）当初予算額

総合計画 基本方針 交流経済都市 計画項目 農林業の振興

決算額 最終予算額 不用額 (②－①) 執行率

5,909千円 16,600千円 10,691千円 35.5 % 0千円

10,348千円

200千円

目
的

　台風・豪雨等により荒廃した森林及び渓流において、土砂・流木等の流失による再度災害
を防止するため、治山施設等を整備することにより災害に強い森の整備を図る。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

4,950千円

　台風・豪雨災害において、林地崩壊による土砂流出があった荒廃渓流に治山ダムを設置す
ることにより、土砂流出防止を図った。

参考
繰越明許費を除いた最終予算額 5,910千円

実質的な予算執行率 99.9％

10,690千円

142千円

評
価
・
課
題
等

　治山施設の機能回復により下流域の住家等の安全確保が図れた。

事 業 所 管 課 農林水産環境部／農林整備課

主
な
財
源
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Ⅰ ②

① ②

　治山事業の実施により、林地の多面的機能の確保、林地の保全が図られた。

○工事請負費

久美浜町谷地区　土留工　1式

細事業名 小規模治山事業（繰越） 決算書 Ｐ.234

予算科目 06農林水産業費 02林業費 02森林整備費 08小規模治山事業

執行率

総合計画 基本方針 交流経済都市 計画項目 農林業の振興

（参考）当初予算額決算額 最終予算額 不用額 (②－①)

1,826千円 1,998千円 172千円 91.3 % 2,000千円

目
的

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

分担金 小規模治山事業分担金

　災害等により被災した林地が拡大崩壊することにより、近接する住居等に被害を与えない
よう治山事業を実施し、市民の安心、安全を確保する。

1,826千円

274千円

事 業 所 管 課 農林水産環境部／農林整備課

評
価
・
課
題
等

　本事業により、林地に近接する住家、公共施設等の災害防止に寄与し安心・安全が確保できた。
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Ⅰ ②

① ②

○小規模治山事業支援補助金

久美浜町坂谷地内（1か所）

基本方針 交流経済都市 計画項目 農林業の振興

予算科目 06農林水産業費 02林業費 02森林整備費 08小規模治山事業

細事業名 小規模治山事業補助金 決算書 Ｐ.234

総合計画

0千円

決算額 最終予算額 不用額 (②－①) 執行率 （参考）当初予算額

140千円 165千円 25千円 84.8 %

目
的

　災害等により崩落した林地の機能を回復し、林地の多面的機能の確保、保全、あわせて林
地に隣接する住家等の被災予防を図る。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

140千円

　平成24年3月上旬に崩落した林地について、集落が実施する小規模な保全工事に要する経
費のうち、機械経費について補助金による支援を行った。

評
価
・
課
題
等

○集落が実施する小規模な保全工事に要する経費のうち、機械経費について補助金による支援を
行うことにより、被災した林地の機能が回復し、林地の多面的機能の確保、保全、あわせて林地
に隣接する住家等の被災予防が図られた。
○集落の構成員の高齢化により、将来的に小規模な林地保全が困難となることが課題となってい
る。

事 業 所 管 課 農林水産環境部／農林整備課

主
な
財
源
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